
国
土
交
通
省
が
国
道
50
号
の
今
井

町
か
ら
笠
懸
町
阿
左
美
ま
で
の
区
間

に
「
前
橋
笠
懸
道
路
」
を
計
画
し
ま

し
た
。

こ
の
道
路
を
県
が
都
市
計
画
に
定

め
る
に
あ
た
り
、
原
案
の
閲
覧
を
行

い
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
原
案
の
閲
覧

日
時
＝
４
月
18
日
�
〜
５
月
２
日
�

の
執
務
時
間
内
　
会
場
＝
県
庁
都
市

計
画
課
、
前
橋
土
木
事
務
所
、
市
役

所
都
市
計
画
課
、
城
南
支
所
な
ど

□
公
聴
会

原
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
公
述

人
と
し
て
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
前
橋
都
市
計
画
道
路

日
時
＝
５
月
11
日
�
午
後
７
時
　
会

場
＝
城
南
支
所

�
伊
勢
崎
都
市
計
画
道
路

日
時
＝
５
月
12
日
�
午
後
７
時
　
会

場
＝
伊
勢
崎
市
赤
堀
支
所

�
笠
懸
都
市
計
画
道
路

日
時
＝
５
月
13
日
�
午
後
７
時
　
会

場
＝
笠
懸
町
役
場

□
公
述
の
申
し
出

公
述
を
希
望
す
る
人
は
、
五
月
二

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
で
。
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
意
見
の
要
旨

（
四
百
字
以
内
）
を
書
い
た
「
公
述

申
出
書
」
を
、
〒
３
７
１
―
８
５
７

０
前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
一
―
一
・

県
県
土
整
備
局
都
市
計
画
課
都
市
計

画
グ
ル
ー
プ
（
�
２
２
６
―
３
６
５

４
）
へ

□
公
述
人
の
選
定

公
聴
会
で
は
、
公
述
の
希
望
者
で

同
じ
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
場
合

な
ど
は
、
人
員
を
制
限
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
知
事
が
公

述
人
を
選
定
。
な
お
、
公
述
時
間
は

十
分
以
内
で
す
。

□
公
聴
会
の
傍
聴

公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
人
は
、
公

聴
会
の
当
日
直
接
会
場
へ
。
入
場
は

先
着
順
で
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
都
市
計
画
課

�
８
９
０
―
６
９
４
８
へ
。

水
道
事
業
と
公
共
下
水
道
事
業
の

運
営
や
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
な
ど
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
水

道
事
業
な
ど
に
生
か
す
た
め
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
＝
三
人
（
選
考
）

応
募

資
格
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

本
市
在
住
で
二
十
歳
以
上
の
人
。
�

水
道
事
業
、
下
水
道
事
業
の
知
識
・

経
験
が
あ
る
�
審
議
会
の
会
議
に
出

席
で
き
る
�
本
市
の
ほ
か
の
審
議
会
・

協
議
会
な
ど
の
委
員
で
な
い
　
任
期

＝
６
月
１
日
〜
平
成
19
年
５
月
31
日

の
二
年
間
　
申
し
込
み
＝
５
月
10
日

�
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
水
道
局
総
務
課
（
岩
神
町
三
丁

目
�
８
９
０
―
３
０
１
１
）
へ
直
接

水
道
局
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

よ
り
安
全
に
安
心
し
て
水
道
水
を
使

え
る
よ
う
、
宅
地
内
の
給
水
装
置
工

事
を
行
う
と
き
に
合
わ
せ
て
、
鉛
製

給
水
管
の
取
り
替
え
を
勧
め
て
い
ま

す
。給

水
管
は
、
所
有
者
の
財
産
で
あ

る
た
め
、
取
り
替
え
工
事
費
用
は
個

人
負
担
で
す
。
四
月
か
ら
鉛
製
給
水

管
取
替
工
事
助
成
制
度
を
新
た
に
設

け
、
工
事
費
用
の
三
分
の
一
（
上
限

五
万
円
）
を
助
成
。
鉛
製
給
水
管
の

解
消
に
努
め
ま
す
。
な
お
、
申
請
期

間
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。

長
時
間
使
わ
な
か
っ
た
と
き
、
鉛

製
の
給
水
管
で
は
、
管
内
の
水
に
ご

く
わ
ず
か
に
鉛
が
溶
け
出
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
腐
食
し

て
漏
水
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。長

い
間
水
道
水
を
使
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
使
い
始
め
の
水
バ
ケ
ツ
一

杯
ほ
ど
を
飲
み
水
や
調
理
以
外
に
使

用
す
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
水
道
業
務
課
�

８
９
０
―
３
０
４
３
へ
。

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
青

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青

少
年
の
奉
仕
・
体
験
を
行
う
活
動
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学

生
な
ど
　
活
動
日
＝
土
日
曜
、
長
期

休
業
日
な
ど
　
内
容
＝
�
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
体
験
活
動
な
ど
自
主
企
画
の

相
談
お
よ
び
実
践
の
支
援
�
福
祉
、

地
域
奉
仕
、
収
集
・
支
援
、
国
際
交

流
・
援
助
、
自
然
保
護
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談
�
情

報
提
供
と
受
け
入
れ
、
活
動
先
の
紹

介
�
研
修
（
講
義
と
実
践
）

申
し

込
み
＝
随
時
。
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

（
�
２
２
４
―
２
５
４
８
）
へ
直
接
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前
橋
笠
懸
道
路
の

計
画
案
を
作
成

鉛
製
の
給
水
管

取
り
替
え
に
補
助

活
動
メ
ン
バ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

水
道
事
業
な
ど

審
議
委
員
を
募
集

今
年
は
戦
後
六
十
周
年
。
広
島
・

長
崎
に
原
子
爆
弾
を
投
下
さ
れ
、

被
爆
し
て
か
ら
六
十
周
年
で
も
あ

り
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
機
会
に
核
兵

器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
願

い
、
長
崎
市
と
の
共
催
で
「
長
崎

原
爆
被
災
展
」
を
開
催
。
こ
の
イ

長
崎
原
爆
被
災
展
で

運
営
の
手
伝
い
を

ベ
ン
ト
で
運
営
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
２
日
�
〜
17
日
�

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館
（
日
吉
町

二
丁
目
）

対
象
＝
三
日
以
上
参

加
で
き
る
高
校
生
以
上
、
二
十
人

（
抽
選
）

内
容
＝
会
場
案
内
、
運

営
の
手
伝
い
な
ど
（
事
前
研
修
あ

り
）

申
し
込
み
＝
５
月
６
日
�

ま
で
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
２
３
２
―
３
８
４
８
へ

自主的な活動を行います


